
可児市がすすめる 「うちどく（家読）１０（テン）」とは・・・・

家族みんなで同じ本を読んだり、本について感想を話し合ったりする、家庭での読書をすすめ

る運動です。

お互いに本を教えあったり、読む本を相談したりすることで、家族のコミュニケーションが深まりま

す。子どもにとって大人に本を読んでもらう時間は、成長後もその子を支え続ける、至福の時間

になります。

すばらしい本との出会いを、ぜひ子どもたちにプレゼントしてください。

★ １０（テン）にまつわる目標を決めてみましょう ★

＊家族で毎日本を１０分以上読む！

＊家族あわせて1カ月で１０冊以上読む！

＊1年間に一人１０冊以上読む！

など、それぞれの家庭で、自由に決めてみてください。

本館２階 親子閲覧室の

絵本コーナーにあります。

季節のおすすめの本を毎

月１回のペースで入替しな

がら展示しています。



中学生の読書活動を推進するため、図書館が

おすすめする本を載せた「すいせん図書リスト」を、

毎年１回作っています。

可児市内の中学1年生に配布しています。また、

図書館（本館・分館）の中でも展示しています。


